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通常講義 公開講座 国際会議 最終講義
OCWの公開数 ※括弧内は、国際会議については英語以外の内数、それ以外は日本語以外の内数
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開講時期 講　義　名 講義担当者 備 考**
表1　2018年度開講講義














































Ethics in Life Sciences and Healthcare: 




















Evolution of the Human Sociality: A Quest 




















*配信期間欄の ”Self-paced” は、開講時にすべての講義コンテンツが公開され、講義終了までに受講者自身のペ スーで学習を進める講義形態です。
**備考欄の ”JGP” はスーパーグローバル大学創成事業「京都大学ジャパンゲートウェイ（JGP）」からの提供講義です。これらの講義は本事業の助成を受け開講しています。
  また、回数は再開講を表しています。
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（河野 亘・鈴木 健雄・長谷 海平・田口 真奈・松下 佳代）
スタジオでの撮影の様子
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　11:45 ～ 11:50  「本学における SPOC・MOOC・OCW・LMS 活用の概要」
 飯吉　透　高等教育研究開発推進センター センター長・教授
話題提供2
　11:50 ～ 12:05 「学内における教育コンテンツの活用事例について-SPOC を中心に-」
 酒井　博之　高等教育研究開発推進センター 准教授
グループワーク
　12:05 ～ 12:45 「部局・教員・学生のニ ズーに合わせた教育・学習支援のための ICT 活用について考える」
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同プログラムは、「Supply Chain Analytics (SC0x)」、「Supply Chain
Fundamentals (SC1x)」、「Supply Chain Design (SC2x)」、「Supply Chain








・Vol.3：「初めての修了者が誕生：MIT Supply Chain Management」（本記事）
本記事では、そのなかでも、MicroMastersのパイロットプログラムであり、成長分野であるサプライチェーンマネジメントを扱った





コース名 期間 各週の所要時間 分野 レベル
Supply Chain Analytics (SC0x) 13週 8-12時間 経営管理 Introductory
Supply Chain Fundamentals (SC1x) 13週 8-12時間 経営管理 Introductory
Supply Chain Design (SC2x) 13週 8-12時間 経営管理 Advanced
Supply Chain Dynamics (SC3x) 13週 8-12時間 経営管理 Advanced
Supply Chain Technology and Systems (SC4x) 13週 8-12時間 経営管理 Advanced
プログラム内のコースをすべて受講・修了した後、プログラム全体の最終試験 (Supply Chain Comprehensive Exam) を受験し、合
格することにより、プログラムの修了の証明としてMicroMasters Credentialが発行されます。






















・MIT "Supply Chain Management"
サプライチェーンマネジメントに関するプログラムで、MicroMastersのパイロットプログラムとして開講されました。詳しくは本シ
リーズVol.3で紹介します。
News 【Trends: MicroMasters Vol.2】提供中のプログラムの地理的・分野的傾向
地理的傾向：北米やオーストラリアの大学を中心にアジアの大学も提供
ShareTweet
Professor Motonari Uesugi, Institute for Chemical Research and
Institute for Integrated Cell-Material Sciences (WPI-iCeMS),
Kyoto University　
Category
Professor Uesugi teaches "001x The Chemistry of Life," a MOOC designed to facilitate idea generation skills at
the interface between chemistry and biology. Since April 2014, the MOOC has been oﬀered annually for the past
ﬁve years*. In this exclusive interview, Professor Uesugi shares his behind-the-scenes stories, including how
Kyoto University's ﬁrst MOOC started and why he has implemented the interactive teaching method as an
emerging teaching model.
*The 2018 version is technically its ﬁfth round (as of May 2018 at the time of publication of this article), yet the article refers to the
MOOC as the "fourth year" since the interview with Professor Uesugi was recorded in January 2017 when the course was still in its
fourth round.
－Professor Uesugi, you've been oﬀering the MOOC for four years now. Can you tell us what
led you to teach this course in the ﬁrst place?
One day, I received a phone call from the former Kyoto University President Matsumoto. He goes: 
"You know how online courses are spreading these days? We've just received an oﬀer from edX. When I ran
through a list of professors in my head and thought about who could take this for real, your name ﬁrst popped
into my head. So, can you do it?"
－Did you agree then and there?
Topics Teacher Interview
From "Kyoto Method" to
"Flipped Classroom": A New
edXational Strategy Spanning
Overseas Universities



















































































第 1 回「MOOC をめぐる最新動向」    　（2017 年 6 月 30 日配信）
第 2 回「高等教育にも VR・AR」    　（2017 年 7 月 11 日配信）
第 3 回「人工知能（AI）と高等教育の未来？」  　（2017 年 7 月 21 日配信）
第 4 回「MIT における ICT 活用教育推進のための学内イベント 
“MIT Teaching with Digital Technology Awards”」（2017 年 9 月 20 日配信）
第 5 回「ライス大学による電子教科書プロジェクト  “OpenStax”」
　（2017 年 10 月 4 日配信）
第 6 回「アリゾナ州立大学による MOOC を用いた初年次教育 
    “Global Freshman Academy”」 　（2017 年 12 月 7 日配信）
第 7 回「アクティブラーニング向けの教室の整備がトップ項目に」
　（2018 年 2 月 20 日配信）
第 8 回「企業や大学が提供する新たな MOOC プログラム 
   　“Professional Certiﬁcate Programs”」 　（2018 年 11 月 13 日配信）
特　集「シリーズ ～MicroMasters～ Vol. 1～3」
　（2018 年 6 月 11 日、6 月 25 日、7 月 12 日配信）
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　2018年7月1日、本センターは高大接続を促進するためのポータルサイト（KNOT: Kyoto University Nexus for Open educational 
Treasure）を公開しました。同サイトは、教育コンテンツ活用推進委員会（p.27-28参照）のもと構築されたものです。その開発にあたって
は、2017年度総長裁量経費の支援を受けております。
